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緒 言

中国地方においてもかつては多 くの寄生虫が

蔓延 していた1,2,3).し か し昭和55年 の岡山県の

寄生虫感染状況は著 し く減少 してお り,つ いに

鉤虫は0%と なっている4).この現象は岡山県だ

けでな く全国的な傾向である4).一 方,瀬 戸内海

の島しょ部の一つ真鍋島では昭和52年 の調査 で

かな り高率の寄生虫感染を認めている5).そ こで

表1.虫 種別感染者数

被検者210名

同 島のその後の推移を知 るため4年 後の昭和56

年8月 寄生虫検査 と鉤虫感染に関与す る貧血検

査 を実施 した.

調 査 方 法

寄生虫の調査 は真鍋 島在住の乳幼 児,出 稼者

を除 く210名 につ いて,貧 血検査は270名 につ

いて,実 施 した .検 便 は新鮮便 をセロファン厚

層塗抹法 と漏紙培養法 を併用 して行 った.同 時

に耳朶採血によりシアンメ トヘ モグロビン法を

図1.虫 種別男女別感染者年令分布
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表2.年 令別感染者数 表3.貧 血調査

○ H. h. 〓 T. t. □ A. l.

用 いて貧血検査 を実施 した.

検 便 結 果

表1に 示 したご とく,被 検者総数210名 中寄

生虫感染者は16名 で平均感染率 は7.62%で あ っ

た.こ れ を虫種別にみると鞭虫(Trichuris tri

chiura)3名(1.43%),蛔 虫(Ascaris lumb

ricoides)2名(0.95%),有 害 異形吸虫(Hete

rophyes heterophyes nocens)11名(5.24%)と

な り大部 分は有害 異形扱虫感染者 であ った.

又 これ を性別にみ ると図1の ごとく女性は鞭 虫,

蛔 虫,有 害異形吸虫のすべ てに感染者がみ られ

たが,男 性は有害異形吸虫のみであった.年 令

別には表2の 如 く,学 童 と高齢者には感染がみ

られず,青 年 ～壮年層に感染者が 多い傾向を示

した.

貧 血 検 査 結 果

次 に貧血の検査は男13.4,女12.5以 下 を貧血

とみ なして集計 した結果表3の ごとく被検者270

名 中41名(15.19%)に 貧 血 を認めた.貧 血者

の うち2名 に有害異形吸虫感染者がみ られた.

貧 血の多 くは女性では30才 以上に,男 性では50

才 以上に認められた.

考 察

かつては寄生虫症 は全国的に蔓延 してお り,

岡山県に於 て も1956年 の 倉敷 レーヨン岡山工場

の従業貝で蛔 虫が18.1%,鉤 虫 が7.5%感 染 し

ていた3). 1958年 の倉敷市水島の調査で も蛔 虫

41.8%,鉤 虫3.0%の 高 率感染 を示 している2).

しか し近来は著 しく減少 し,昭 和56年 の 岡山県

の統計に よる と蛔虫0.08%,鞭 虫0.09%,横 川

吸虫0.03%で 鉤 虫はついに0%を 記録している4)

島嶼部に関 しては,昭 和52年 の 真鍋島の調査 に

よる と蛔虫0.4%,鞭 虫3.8%,ズ ビニ鉤 虫1.1

%,有 害 異形吸虫0.9%,こ れ らの平均感染率

は6.2%を 示 し5),全 国 平均 をかな り上 まわって

いる.今 回4年 後の同島 での調査では調査人数

が少ない欠点はあるが,有 害異形吸 虫は増加 の

傾 向があ り,鞭 虫,蛔 虫はほぼ昭和52年 の調査5)
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時 と同様の感染率 を維持 していると考 えられ る.

全虫種の平均感染率 も7.62%で,前 調査時 と近

似 している.今 日なお土壤感染性の寄生虫が全

国平均 よ り高 い感染率 を示す原因 としては,こ

の島の便の処理方法に起 因するもの と考えられ

る.つ ま り真鍋島は魚業の半面,除 虫菊や野菜

の採培 も盛んで,約 半数の家が人糞尿 を肥料 と

して用いているためであろう.又 有害異形吸虫

の多い原因 としては,こ れの第2中 間宿主のボ

ラが同島で多 く魚獲 され,住 民が好んで生食す

るため と推定 される.し か し鉤虫に関 してはは

だ しで農業に従事す るよ うな事がな くなったた

めか今回は発見されなか った.性 別 の感染数で

は女性は鞭 虫,蛔 虫,有 害異形吸虫の総 てに感

染 していたが,男 性は有害異形吸虫症のみで,

他 の鞭虫,蛔 虫の感染者はみ られなか った.こ

のことは昭和52年 の調査5)で も似たような傾向

を示 している.あ るいは女性 に農作業の分担が

多い事 と関連があるか もしれない.年 令別でみ

ると,学 童 と最高齢者に感染者がないが,有 害

異形吸虫に も感染 していないのは不思議 であ る.

貧 血者の中に2名 の有害異形吸 虫感染者があっ

たが,特 に関係の深 い鉤虫は今 回検出されず貧

血 との関係 は求められなか った.

結 語

笠岡市真鍋島住民210名 の寄生虫蔓延状 況を

昭和56年8月 実施 した.そ の結果,次 の3種 の

寄生虫感染がみ られた.

鞭 虫(Trichuris trichiura 3名(1.43%),蛔

虫(Ascaris lumbricoides)2名(0.65%),有

害 異形吸虫(Heterophyes heterophyes nocens)

11名(5.24%)計16名(7.62%).昭 和52年 の調

査に比較 し,有 害 異形吸虫は増加の傾向にあ り,

寄 生虫の平均感染率はほぼ同様 であった.こ れ

は全国平均 よ りもかな り高率 な感染 を示 してお

り,蛔 虫,鞭 虫に関 しては糞尿の処理法が,有

害異形吸虫に関 しては食習慣が影響 してい るも

の と考 えられ る
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Seiiti Inatomi

A fecal examination for each of 210 residents of Manabe island was performed to 
clarify the status of parasitic infection by direct smear in 1981. The results were as 

follows;
1. Helminths found included Ascaris lumbricoides (2 cases, 0.95%), Trichuris trichiura 

(3 cases, 1.43%), and Heterophyes heterophyes (11 cases, 5.24%).
2. The average infection rate was 7.62% for the whole area.

3. Heterophyiasis showed a tendency to increase.


